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長

大
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理

森

殿

衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
英
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
具
体
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
英
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
具
体
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
号
）
及

び
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
に
基
づ
い
て
、

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
を
無
償
給
与
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
教
科
書

の
音
声
デ
ー
タ
を
・
・
・
無
償
で
配
布
す
べ
き
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

平
成
三
十
二
年
度
以
降
の
小
学
校
に
お
け
る
総
授
業
時
数
の
標
準
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十

一
号
）
に
よ
り
、
小
学
校
第
三
学
年
に
つ
い
て
は
現
行
の
九
百
四
十
五
単
位
時
間
か
ら
九
百
八
十
単
位
時
間
に
、
第
四
学
年

か
ら
第
六
学
年
ま
で
に
つ
い
て
は
現
行
の
九
百
八
十
単
位
時
間
か
ら
千
十
五
単
位
時
間
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
増
加
す
る
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
に
お
い
て
、
学
校
や
地
域
の
実
態
等
を
考
慮
し
て
、
週
当
た

り
の
授
業
時
数
の
増
加
、
十
分
か
ら
十
五
分
程
度
の
短
い
時
間
を
活
用
し
た
指
導
の
実
施
、
土
曜
日
や
長
期
休
業
期
間
の
活

一



用
等
と
い
っ
た
教
育
課
程
の
編
成
に
お
け
る
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
及
び
六
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
に
改
訂
さ
れ
、
平
成
三
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学

省
告
示
第
六
十
三
号
）
に
お
い
て
、
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
で
導
入
さ
れ
る
外
国
語
科
の
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
「
学
級
担
任
の
教
師
又
は
外
国
語
を
担
当
す
る
教
師
が
指
導
計
画
を
作
成
し
、
授
業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
や
英
語
が
堪
能
な
地
域
人
材
な
ど
の
協
力
を
得
る
等
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
指

導
方
法
の
工
夫
を
行
う
こ
と
」
、
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
で
導
入
さ
れ
る
外
国
語
活
動
の
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、「
学
級
担
任
の
教
師
又
は
外
国
語
活
動
を
担
当
す
る
教
師
が
指
導
計
画
を
作
成
し
、
授
業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
や
英
語
が
堪
能
な
地
域
人
材
な
ど
の
協
力
を
得
る
等
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

指
導
方
法
の
工
夫
を
行
う
こ
と
」
に
配
慮
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
の
た
め
の
新
た
な
教
材
の
開
発
、
教
員
の
研
修
の
充
実
、

外
部
人
材
の
活
用
促
進
等
に
取
り
組
む
た
め
の
予
算
措
置
等
を
講
じ
て
お
り
、
平
成
三
十
二
年
度
か
ら
の
小
学
校
学
習
指
導

要
領
の
実
施
に
向
け
て
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
研
修
な
ど
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
在
、
教
員
に
対
す
る
研
修
は
、
国
、

地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
の
た
め
の
研
修
も

他
の
研
修
と
同
様
に
計
画
的
に
実
施
さ
れ
、
教
員
が
こ
れ
ら
の
研
修
に
参
加
す
る
時
間
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
地
域
人
材
を
活
用
し
た
小
学
校
英
語
教
育
支
援
充
実
事
業
」
と
い
う
名
称
の
事
業
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
国
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
「
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
」
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
又
は
指

定
都
市
が
、
主
と
し
て
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
補
充
授
業
等
を
行
う
た
め
に

多
様
な
地
域
人
材
を
公
立
の
小
学
校
や
中
学
校
等
に
配
置
す
る
事
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
事
業
に
必
要
な
経
費
の
三
分
の

一
以
内
の
額
を
補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
学
校
教
育
活
動
に
は
、
小
学
校
の
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
で
現
在

実
施
さ
れ
て
い
る
外
国
語
活
動
が
含
ま
れ
る
。

三


